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対する差別や偏見を解消しようと、政府は様々な取り組みを行っている。例えば、以前にこの連載で紹介した、一定の学年 達した女子生徒に対して自転車を購入するための補助金を支給するというビハール州政府の試みはその典型である。さらに、同州では、制服の購入にかかる費用を州政府が補助するというプログラムの一部が、女子生徒のみを対象に実施されている（写真を参照） 。教育費の負担を抑え こ で女性の教育水準の向上を図ろうとする試みは、その他の州でも盛んに行われている（例えば、参考文献①を参照） 。　
もちろん、このような政策には
人気取りのため バラマキという側面がないとは言い切れない。しかし、そうであったとしても、女性の教育機会の拡大を目指すよう取り組みが 有権者の支持を得るための有効な手段として広く認識されているという点は注目に値 る。　
さらに、女性に対する差別や偏
見をより根本から解消するための試みとして、農村開発において重要な役割 担う「パンチャーヤット」と呼ばれる地方自治組織の役職の一定割合を女性に優先的に割












仕切り、地域社会に大きな影響力を行使しているという批判がよく聞かれる（参考文献④および⑤） 。確かに、フィールド調査の際に、女性のムキヤに話を聞こうと自宅を訪れても、ムキヤの夫が応対する場合が多く、 「私はムキヤではないので、妻に直接話を聞て下さい」などといわれたこと一度もない。また、インタビューを受けながら、パンチャーヤット関連の事務作業や村人への応対を忙しそうにこ すムキヤの夫の姿をこれまでに何 目撃してきた（一方、ムキヤ本人の姿はない） 。そして、何よりも一番驚かされるのが、自分がムキヤであるかのように振る舞うことに罪悪感を抱いている様子が彼らからは一切伝わってこないとい ことである。　
女性ムキヤの夫にインタビュー














焦点を当てるので、結果として、センセーショナルな内容になってしまいがちだからである。そのため、インドに対して抱いていたイメージが一気に崩れてしまったという声が数多く聞かれたり、さらには、インドに「レイプ大国」といったレッテルを貼るような非常に一面的な見方が広まったりしたのも、それほど驚くべきことではない。さらに、デリーでの事件以降、インドへの海外旅行者（特に女性）が大幅 減少したこと 示唆するように、このような問題は日本だけに限ったことではないようである（参考文献⑥） 。　
では、こういった極端な反応を
























































































































































































































































































































る様子。（2013 年 3 月、ビハール州ベ
グサライで著者撮影）
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